
ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和5年7月14日（金） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募
方法

締切

宛先

メールでの
ご応募は
こちら！

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおた
より」に掲載させていただく場合もございます。

多数のご応募ありがとうございました

「ミヂカナセイ」（身近な性）
※ミジカナセイも正解とします

4・5月号の
正解

正解者の中から
抽選で3名に

プレゼントが当たる

特定非営利活動法人あさがお
（南相馬市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

今月のプレゼント

青ばた豆粉のパウンドケーキ
＆青ばた豆のおつまみ
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細い美脚の例えにする動物（でも実際の脚は太い）
内気で恥ずかしがりや
生ビールを注いでカンパーイ！
お日柄も良く大安○○
もう絶対に吸わないぞ！
日射病を防ぐために被りましょう

❶
❸
❹
❺
❼
❾
10
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12
13

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

畑や田んぼの見張り番。漢字で書くと「案山子」
⇔派手
君が代は千代に○○○に
不義理をすると高くなります
かぐや姫のふるさと
⇔負け
お金をつのって集めること。赤い羽根共同○○
「117」に電話すると聞けます
⇔冬
⇔先祖

EE

DD

AA

BB

CC

11 55

66

99

1010 1313

1111

1212

22 44

33 77

88

全部できたら二重ワクの5文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

これまでたくさん勉強させていただき
ました。4月から転職するため読む機
会が減りそうですが、冊子を手に取る
機会があれば、また読ませていただ
きたいです。　

(35歳　相談員)

特集の避難者地域支援コーディネーターの
活動を読んで、入居者と地域をつなぐ活動の
取組みが素晴らしいと思いました。これから
も住みやすい地域づくりの活動を期待してお
ります。

(49歳　サービス業)

編 集 後 記3月号に寄せられた読者のおたよりから
　施設見学に伺うたびに介護にはやさしさと技術
の両方が大事なのだと実感します。そんな福祉の
しごとの魅力を多くの人に知ってもらうためにも、
見学や体験はとても貴重な機会です。福祉施設を
「見たい、生徒に見せたい」と思う先生と、「知っ
てほしい」と思う施設をもっともっとつないでいき
たいと思いました。　　　（人材研修課　藤原陽子）

ふじわらよう こ

気になる

施設を

チェック！

求人事業所と直接話ができる就職説明会を開催します。また、福祉の職場を
もっと知りたい方に向けた、就職相談コーナーも設けます。

実際の福祉現場で働く職員のみなさんと話をするイベントを開催します。
就職活動前に、疑問や不安をなくしましょう！
●郡山会場　令和５年７月１日（土）
●福島会場　令和５年７月８日（土）
※こちらの求職者向イベントは事前申込が必要です。申込みは下記まで。｠

合同就職説明会に参加の全法人
（90法人予定）の紹介ページを特
設サイトに掲載します。施設や求
人情報をサイト上で確認し、希望
の法人を探してください！

令和５年度 第１回 福祉の職場WEB説明会 及び 合同就職説明会のご案内県社協からのお知らせ

 お問い合わせ先 福島県福祉人材センター　
電話 024-521-5662　URL https://f-fjc.com 

合同就職説明会  

求職者向けイベント「キラリ☆Talk ～求職者×施設職員～」

WEB説明会

　　　　　 WEB説明会に参加する法人（90法人予定）ほか参加法人

地　域

郡山

福島

会津

相双

いわき

日　程

令和５年７月  １日（土）

令和５年７月  ８日（土）

令和５年６月21日（水）

令和５年７月20日（木）

令和５年８月19日（土）

時　間

12：30～ 16：00

12：30 ～ 14：30

13：30 ～ 16：00

会　場

ビッグパレットふくしま

コラッセふくしま

会津若松市社会福祉協議会

南相馬市社会福祉協議会

いわき・ら・ら・ミュウ

両会場とも 12：30～13：15
（受付開始/12：20 ～）

時 間

令和５年６月１日（木）
　　　～８月31日（木）

期 間

お気軽に
お問い合わせ

ください
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社会福祉法人 福島県社会福祉協議会

ホットな

福祉情報誌はあとふる
ふくしま
と る

ふ し 2023

6月
No.317

目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。

特　集

シリーズ

来て 見て 納得　福祉・介護の仕事
～令和４年度 介護の職場見学・体験等の取組に関する調査から～

　　　　　[未来へつなごう“ふくしま”から]

多世代交流が地域コミュニティを育む
～ぼんじょいの会の居場所づくり～

2023年度シリーズ
ふくしまのみらい
今日はとってもいいお天気！
ポカポカ太陽の中、元気いっぱい
みんなで外遊び！！
（新鶴こども園・会津美里町）



利用者との交流
（レクリエーションなど）
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を
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に
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介
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介
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に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
り
、
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
だ

と
感
じ
た
」「
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内
を
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、
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、
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の
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に
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つ
な
が
る
感
想
が
あ
が
り
ま
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た
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福祉・介護の仕事
令和４年度 介護の職場見学・
体験等の取組に関する調査から
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令和４年度 介護の職場見学・
体験等の取組に関する調査から

職場見学・体験等を
検討している学校に対して

伝えたい施設の
特色は何ですか？

職場見学・体験等を
検討している学校に対して

伝えたい施設の
特色は何ですか？

介護の職場見学・体験等の取組に関する調査の
結果はホームページでご覧いただけます。

　今回は福島県福祉人材センター
（以下：人材センター）が実施した

「令和４年度 介護の職場見学・体験等の取組に関する調査」から、
福祉・介護の仕事の魅力発信のために必要なことを

考えていきます。

　今回は福島県福祉人材センター
（以下：人材センター）が実施した

「令和４年度 介護の職場見学・体験等の取組に関する調査」から、
福祉・介護の仕事の魅力発信のために必要なことを

考えていきます。
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あ
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に
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や
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験
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こ
と

は
将
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を
決
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上
で
重
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判
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料
の
一
つ
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

※
新
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も
行
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れ
ま
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た
。

職
場
見
学
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で
で
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と

特集
ZOOM  U P特集

ZOOM  U P 福祉の
仕事って

来て 見て 納得どんな
感じ？

魅力的な
職員がいる

ICTに
取り組んで
いる

認知症に
ついて学べる福祉

避難所に
なっている

アニマル
セラピーを
行っている

介護
ロボットを
導入している

車いす
体験

移動･移乗
体験

高齢者
疑似体験

利用者との日々のやりとりから、コミュニケー
ション能力が高められています。施設では、
職員の人材育成にも力を入れており、新人職
員の手本や憧れとなっています。

職員の業務負担軽減
や利用者の自立支援
のためのマッスル
スーツや見守りセン
サーなどを導入してい
る施設もあります。

職員の記録業務の負担
軽減や仕事の効率化を
目指してICT化に取り組
む施設も増えています。

身近な家族などが認知症を発症した
場合、必要となる基本的な知識を福祉
の現場から学ぶことができます。

動物との触れ合いを通して、
利用者に楽しい時間を過ごし
てもらうことを主な目的として
実施しており、利用者への普
段とは異なる関わりについて
知ることができます。

福祉施設は災害などが起きた際、要配慮者（高
齢者や障がいのある人など）のための避難所
としても機能するので、もしもの時のためにど
んな施設なのかを知っておくことも重要です。

対象：県内の介護老人福祉施設及び介護老人保健施設
　　  （245施設）
期間：令和４年11月28日（月）～12月９日（金）
回答状況：回収率50％（123施設）

福祉に興味を
もった時期

小学校のとき

23％

中学校のとき

36％

高等学校のとき
34％

その他
7％

県社協のHPでは、見学会等を実施している施設一覧と体験内容を公開しています。 
https://f-fjc.com/info/8547/

❶福島県福祉人材センターにアクセス
❷お知らせ一覧より 2023年1月30日
　アップの記事をクリック

「調査結果」よりご覧いただけます

施設の
皆さんに
聞きました

福
祉の
世界を

のぞ
いてみよう！！

調査概要

チェック！
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の現場から学ぶことができます。

動物との触れ合いを通して、
利用者に楽しい時間を過ごし
てもらうことを主な目的として
実施しており、利用者への普
段とは異なる関わりについて
知ることができます。

福祉施設は災害などが起きた際、要配慮者（高
齢者や障がいのある人など）のための避難所
としても機能するので、もしもの時のためにど
んな施設なのかを知っておくことも重要です。

対象：県内の介護老人福祉施設及び介護老人保健施設
　　  （245施設）
期間：令和４年11月28日（月）～12月９日（金）
回答状況：回収率50％（123施設）

福祉に興味を
もった時期

小学校のとき

23％

中学校のとき

36％

高等学校のとき
34％

その他
7％

県社協のHPでは、見学会等を実施している施設一覧と体験内容を公開しています。 
https://f-fjc.com/info/8547/

❶福島県福祉人材センターにアクセス
❷お知らせ一覧より 2023年1月30日
　アップの記事をクリック

「調査結果」よりご覧いただけます

施設の
皆さんに
聞きました

福
祉の
世界を

のぞ
いてみよう！！

調査概要

チェック！

Q

A

A

A

A

A

A
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令
和
４
年
度
の
調
査
の
中
で
「
職
場
見

学
・
体
験
を
受
け
入
れ
て
よ
か
っ
た
こ

と
」
を
見
て
い
く
と
、「
人
材
確
保
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
一
番
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。
次
い
で
「
職
員
の
成
長
に
つ

な
が
っ
た
」、「
地
域
住
民
の
施
設
理
解
に

つ
な
が
っ
た
」、「
利
用
者
が
元
気
づ
け
ら

れ
た
」と
い
う
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

職
場
見
学
・
体
験
を
受
け
入
れ
て

よ
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

特集
ZOOM  U P

■見学・体験を実施してよかったこと（複数回答）

日々の業務の見直しができ、
ケアの質の向上につながっています

　私たちは、多職種で連携して業務を行っていることを知っ
てもらい、いろいろな視点から福祉に関わることができるこ
とを伝えて、福祉業界で働く人を一人でも増やしたいとい
う思いで見学者の受け入れを行っています。職員にとって
も、外部の方の目を意識することで、動きにもメリハリが生ま
れ、ケアの質の向上につながると考えています。また、見学
の方は率直な意見をくれるので、はっとさせられることもあ
り、日々 の業務の見直しにつながるなど、私たち自身も良い
刺激をもらっていると感じています。

　人材センターでは施設の見学・体験を実施
したいと考えている方に向けて情報を提供し
ています。

施設の
皆さんに
聞きました

　
今
回
の
調
査
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
職

場
見
学
・
体
験
を
実
施
で
き
な
い
た
め
、

「
自
施
設
の
魅
力
を
発
信
で
き
な
い
」
と
い

う
意
見
に
加
え
、「
対
応
す
る
職
員
が
不
足

し
て
い
る
」、「
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
意
見
も
多
く
上
が
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
職
場
見
学
・
体
験
が
自
施

設
の
魅
力
を
発
信
す
る
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、「
見
学
・
体
験

に
つ
い
て
告
知
し
て
い
な
い
」
と
い
う
施

設
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方

で
、「
告
知
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
施
設

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
を
し
た
り
、
地

域
の
学
校
に
チ
ラ
シ
や
メ
ー
ル
を
送
付
し

た
り
、
近
隣
の
商
業
施
設
に
チ
ラ
シ
を
置

い
て
も
ら
う
な
ど
工
夫
を
し
な
が
ら
周
知

を
図
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
も
見
学
会
や
体
験
を
通
し
て
、
福

祉
の
仕
事
や
施
設
の
魅
力
を
積
極
的
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
様
々

な
事
業
を
通
じ
て
、福
祉
･
介
護
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
が
、

広
報･

告
知
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い

今回の調査で
見えてきた
課題

施設見学・体験を“実施したい”“参加したい”方は

人材センターまで
ご相談ください！

いわき市立豊間中学
校 2年生26人が

特別養護老人ホーム
を見学！

体験レポート

ホームページに福祉に関する詳しい情報を
掲載しています。

https://f-fjc.com/

震災後、浪江町からいわき市に移設。
スタイリッシュな外観が特徴です♪

雰囲気がすごく良くてスタッフさ
んが楽しそうだなと思いました。

私は元 カ々ウンセラーになりたい
と思っていました。でもお話を聞
いていたら、生活相談員などの仕
事に興味を持ちました！

体が不自由な方の車いすの乗せ
方やベッドに寝かせる方法が、
思ったよりも楽にできたのですご
いなと思いました。

はじめは福祉・介護についてあま
り興味を持てなかったけど、この見
学を通して興味を持つことができ
ました。

参加者の 声

施設を見学してみて施設を見学してみて

注目！

10
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0
地域住民の

施設理解につながった

36

人材確保に
つながった

69

職員の成長に
つながった

44

利用者が
元気づけられた

35

地域連携に
つながった

33

その他

10

（単位：施設数）

福島県福祉人材センター
TEL 024-521-5662
MAIL jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp
受付時間：平日午前９時～午後５時まで

問い合わせ先

            

特別養護老人ホーム　オンフール双葉

行ってきます！

生徒からは「乗り心地が良い」
「簡単に操作できる」などの声も

利用者をベッドから車いすに乗
せる方法を教えてもらいました

小さい力でラク
に動かすことが
できた！

学校からはバスで移動

施設内の見学
スタート！

施設内の見学
スタート！

【車いす体験】【車いす体験】

【ベッド移乗介護】【ベッド移乗介護】

外国の方も
活躍しています

見学会のガイダンスを受けました

車イスでも余裕で
通れる広いトイレ

いわき市立豊間中学校

２学年担任今泉 信吾先生
いまいずみ しん   ご

社会福祉法人 博文会
特別養護老人ホーム
オンフール双葉

統括主任兼生活相談員

猪狩 雅人さん
い　がり まさ  と

人材センターでは、生徒･学生を対象とした「福祉･介護の職場見学会」
を行っています。令和5年5月に「総合的な学習」の一環として見学会が
行われました。　ふだんの教室の中では得られ

ない「体験すること」の大切さを
改めて実感できた時間でした。
生徒たちも初めての経験にとても
生き生きしていましたし、表情が
明るくてよかったです。将来が定
まっていない生徒も、福祉の仕事
のイメージをつかむきっかけに
なったのではないかと思います。

施設の印象は施設の印象は

　介護福祉は介護士だけでなく、
いろいろな職種の人たちがそれ
ぞれにやりがいを持って、一人一
人が輝ける場所だと感じました。
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令
和
４
年
度
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査
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職
場
見

学
・
体
験
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入
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よ
か
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た
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」
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い
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、「
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た
」
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が
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多
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み
ら

れ
ま
し
た
。
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「
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っ
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施
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つ
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ています。
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で
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の
影
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不
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し
て
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る
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が
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る
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施
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を
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ど
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夫
を
し
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が
ら
周
知

を
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て
い
る
よ
う
で
す
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後
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験
を
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仕
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と
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利用者をベッドから車いすに乗
せる方法を教えてもらいました
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を行っています。令和5年5月に「総合的な学習」の一環として見学会が
行われました。　ふだんの教室の中では得られ

ない「体験すること」の大切さを
改めて実感できた時間でした。
生徒たちも初めての経験にとても
生き生きしていましたし、表情が
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郡
山
駅
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
場
所

に
位
置
す
る
大
槻
東
地
区
は
、
急
速
に
住

宅
地
化
が
進
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
新
興
住
宅

地
で
す
。
50
年
ほ
ど
前
に
１
０
０
戸
ほ

ど
だ
っ
た
世
帯
数
は
、
現
在
は
約
１
８
５

０
戸
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
会
長

の
工
藤
信
一
さ
ん
は
、「
過
疎
化
に
よ
る

高
齢
者
の
孤
立
な
ど
が
話
題
に
上
り
ま

す
が
、
新
興
住
宅
地
で
あ
っ
て
も
、
隣
近

所
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
、
日
中
ひ
と
り

で
過
ご
す
子
ど
も
や
高
齢
者
が
多
く
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
状
況
に
不

安
を
感
じ
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
互
い
に

交
流
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
良
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
工
藤
さ
ん
は
２
０
１
７
年
５

月
に
近
所
の
住
民
や
知
り
合
い
ら
と
共

に
、
子
ど
も
か
ら
親
世
代
、
高
齢
者
ま
で
、

み
ん
な
が
一
緒
に
楽
し
め
る
居
場
所
づ

く
り
を
目
指
し
、
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
の
活
動
内
容
は
、
親

子
を
対
象
と
し
た
「
ジ
ョ
イ
ク
ラ
カ

フ
ェ
」
や
、
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
「
い
き
い
き
歌
声
サ
ロ
ン
」、
子
ど
も

た
ち
が
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
農
業
体
験
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
食

育
等
を
学
ぶ
「
ジ
ョ
イ
ク
ラ
こ
ど
も
塾
」、

サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
提
供
い
た
だ
い
く
物

資
を
親
子
に
配
布
し
子
育
て
を
応
援
す

る
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
そ
の
中
で
「
ジ
ョ
イ
ク
ラ

カ
フ
ェ
」
は
、
参
加
し
た
親
子
と
、
会
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
食
事
会
を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
い
き
い
き
歌
声
サ
ロ
ン
」
は
、
参
加
者

が
歌
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
活
動
す
る
中

で
互
い
の
健
康
確
認
や
困
り
事
の
相
談

な
ど
、
地
域
住
民
同
士
の
見
守
り
活
動
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
活
動
も

毎
回
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
会
員

の
笑
い
声
が
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。「
み
ん
な
が
一
緒
に
楽

し
め
る
居
場
所
づ
く
り
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
心
く
ば
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と

工
藤
さ
ん
。

　
副
会
長
の
簱
野
清
さ
ん
は
、「
い
ろ
い

ろ
な
世
代
と
接
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
た

く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、〝
あ
り
が
と
う
〞
と
い
う
言
葉
が
活

動
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

会
以
外
で
も
、
活
動
に
参
加
し
た
近
所
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
参
加
者
が

減
少
し
、
会
の
活
動
を
知
ら
な
い
地
域
住

民
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
工
藤
さ
ん

は
、
よ
り
地
域
の
方
々
へ
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
、「
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
、
ぼ
ん
じ
ょ
い

の
会
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
な
ど
、
地
域
の
絆
を
つ
な
げ
る
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
の
活
動
を
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
人
と
人
。
多
様
な
世
代

が
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
居
場
所
づ
く

り
が
、
地
域
の
温
か
な
絆
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ジョイクラこども塾で大根の収穫体験を行い、最後にみん
なで記念撮影。子どもや親、高齢者が、自然と交流できる
こうした活動を展開することで、希薄になりがちな新興住
宅地の絆づくりにつなげています。

多
世
代
交
流
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む

〜
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
の
居
場
所
づ
く
り
〜

地
域
の
人
々
が

笑
顔
に
な
る
た
め
に

世
代
を
超
え
て
地
域
に

温
か
な
絆
の
種
を
蒔
き
続
け
る

ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会

未来へつなごう“ふくしま”から
みらふくふみら く

会長の工藤信一さん。活動を継
続していけるように、支援や協力
を募る広報に力を入れるなど、工
夫して運営したいと話します。

会名の「ぼんじょい」には、
さまざまな活動を通して

地域のBOND（＝絆）を育み
JOY（＝喜び）を届けるという
思いが込められています。

ぼんじょいの会の構成

ぼんじょいの会
（郡山市）
TEL 090-9632-2142
E-mail bonjyoinokai@gmail.com

取材協力

Facebook

各活動を知らせるポス
ターを公民館等に貼り
出しています。

ジョイクラカフェ いきいき歌声サロン

活動を通し地域に元気を届けています！

会員
運営や活動の
  企画・実施に
   携わります。

ボランティア
各活動に

  地域住民が協力
しています。

サポーター
物資の提供等
により活動を 
支援します。 

手作りのポスターで
参加を呼びかけ

会のPRキャラクター

く   

ど
う
し
ん
い
ち

は
た 

の 

き
よ
し

赤い羽根共同募金配分交付式が
行われました

　4月28日、福島県総合社会福祉センターにお
いて、赤い羽根共同募金の配分交付式が行わ
れ、福祉施設や団体、社会福祉協議会などの
皆様にご参加いただきました。配分金の原資に
は令和４年度共同募金運動の募金が役立てられ
ています。今回は、交付式で述べられた寄付者
の皆様への感謝のメッセージをご紹介します。

赤い羽根で
ささえあい

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　この度は、赤い羽根共同募金による配分を
いただき、誠にありがとうございます。交付団
体を代表いたしまして、一言御礼の言葉を申
し上げます。
　当園は、令和元年に２度の床上浸水の被害
にあい、園舎移転を余儀なくされ、令和３・４
年度の２か年計画で園舎移転工事を行い、令
和４年１０月に新園舎が完成いたしました。
　何もかもが、いちからのスタートとなりまし
たので、本日いただきました配分金で園庭の
遊具整備をしていきたいと思います。
　いただきました配分金の趣旨を十分理解し、
募金していただいた方々に感謝の気持ちをもっ
て、今後も子育て支援になお一層努力する所
存でございます。
　この度の配分金の交付に対しまして、心よ
り厚く御礼申し上げ、交付団体代表の謝辞と
させていただきます。

▲配分交付式にて ※写真撮影時のみマスクを外しております。

２度の床上浸水被害で園舎を移転
新しい園舎で、いちからのスタート

社会福祉法人報徳会
中村報徳保育園（相馬市）
（助成事業名：園庭用遊具整備事業）
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郡
山
駅
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
場
所

に
位
置
す
る
大
槻
東
地
区
は
、
急
速
に
住

宅
地
化
が
進
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
新
興
住
宅

地
で
す
。
50
年
ほ
ど
前
に
１
０
０
戸
ほ

ど
だ
っ
た
世
帯
数
は
、
現
在
は
約
１
８
５

０
戸
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
会
長

の
工
藤
信
一
さ
ん
は
、「
過
疎
化
に
よ
る

高
齢
者
の
孤
立
な
ど
が
話
題
に
上
り
ま

す
が
、
新
興
住
宅
地
で
あ
っ
て
も
、
隣
近

所
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
、
日
中
ひ
と
り

で
過
ご
す
子
ど
も
や
高
齢
者
が
多
く
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
状
況
に
不

安
を
感
じ
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
互
い
に

交
流
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
良
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
工
藤
さ
ん
は
２
０
１
７
年
５

月
に
近
所
の
住
民
や
知
り
合
い
ら
と
共

に
、
子
ど
も
か
ら
親
世
代
、
高
齢
者
ま
で
、

み
ん
な
が
一
緒
に
楽
し
め
る
居
場
所
づ

く
り
を
目
指
し
、
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
の
活
動
内
容
は
、
親

子
を
対
象
と
し
た
「
ジ
ョ
イ
ク
ラ
カ

フ
ェ
」
や
、
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
「
い
き
い
き
歌
声
サ
ロ
ン
」、
子
ど
も

た
ち
が
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
農
業
体
験
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
食

育
等
を
学
ぶ
「
ジ
ョ
イ
ク
ラ
こ
ど
も
塾
」、

サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
提
供
い
た
だ
い
く
物

資
を
親
子
に
配
布
し
子
育
て
を
応
援
す

る
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
そ
の
中
で
「
ジ
ョ
イ
ク
ラ

カ
フ
ェ
」
は
、
参
加
し
た
親
子
と
、
会
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
食
事
会
を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
い
き
い
き
歌
声
サ
ロ
ン
」
は
、
参
加
者

が
歌
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
活
動
す
る
中

で
互
い
の
健
康
確
認
や
困
り
事
の
相
談

な
ど
、
地
域
住
民
同
士
の
見
守
り
活
動
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
活
動
も

毎
回
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
会
員

の
笑
い
声
が
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。「
み
ん
な
が
一
緒
に
楽

し
め
る
居
場
所
づ
く
り
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
心
く
ば
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と

工
藤
さ
ん
。

　
副
会
長
の
簱
野
清
さ
ん
は
、「
い
ろ
い

ろ
な
世
代
と
接
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
た

く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、〝
あ
り
が
と
う
〞
と
い
う
言
葉
が
活

動
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

会
以
外
で
も
、
活
動
に
参
加
し
た
近
所
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
参
加
者
が

減
少
し
、
会
の
活
動
を
知
ら
な
い
地
域
住

民
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
工
藤
さ
ん

は
、
よ
り
地
域
の
方
々
へ
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
、「
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
、
ぼ
ん
じ
ょ
い

の
会
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
な
ど
、
地
域
の
絆
を
つ
な
げ
る
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
の
活
動
を
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
人
と
人
。
多
様
な
世
代

が
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
居
場
所
づ
く

り
が
、
地
域
の
温
か
な
絆
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ジョイクラこども塾で大根の収穫体験を行い、最後にみん
なで記念撮影。子どもや親、高齢者が、自然と交流できる
こうした活動を展開することで、希薄になりがちな新興住
宅地の絆づくりにつなげています。

多
世
代
交
流
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む

〜
ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会
の
居
場
所
づ
く
り
〜

地
域
の
人
々
が

笑
顔
に
な
る
た
め
に

世
代
を
超
え
て
地
域
に

温
か
な
絆
の
種
を
蒔
き
続
け
る

ぼ
ん
じ
ょ
い
の
会

未来へつなごう“ふくしま”から
みらふくふみら く

会長の工藤信一さん。活動を継
続していけるように、支援や協力
を募る広報に力を入れるなど、工
夫して運営したいと話します。

会名の「ぼんじょい」には、
さまざまな活動を通して

地域のBOND（＝絆）を育み
JOY（＝喜び）を届けるという
思いが込められています。

ぼんじょいの会の構成

ぼんじょいの会
（郡山市）
TEL 090-9632-2142
E-mail bonjyoinokai@gmail.com

取材協力

Facebook

各活動を知らせるポス
ターを公民館等に貼り
出しています。

ジョイクラカフェ いきいき歌声サロン

活動を通し地域に元気を届けています！

会員
運営や活動の
  企画・実施に
   携わります。

ボランティア
各活動に

  地域住民が協力
しています。

サポーター
物資の提供等
により活動を 
支援します。 

手作りのポスターで
参加を呼びかけ

会のPRキャラクター

く   

ど
う
し
ん
い
ち

は
た 

の 

き
よ
し

赤い羽根共同募金配分交付式が
行われました

　4月28日、福島県総合社会福祉センターにお
いて、赤い羽根共同募金の配分交付式が行わ
れ、福祉施設や団体、社会福祉協議会などの
皆様にご参加いただきました。配分金の原資に
は令和４年度共同募金運動の募金が役立てられ
ています。今回は、交付式で述べられた寄付者
の皆様への感謝のメッセージをご紹介します。

赤い羽根で
ささえあい

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　この度は、赤い羽根共同募金による配分を
いただき、誠にありがとうございます。交付団
体を代表いたしまして、一言御礼の言葉を申
し上げます。
　当園は、令和元年に２度の床上浸水の被害
にあい、園舎移転を余儀なくされ、令和３・４
年度の２か年計画で園舎移転工事を行い、令
和４年１０月に新園舎が完成いたしました。
　何もかもが、いちからのスタートとなりまし
たので、本日いただきました配分金で園庭の
遊具整備をしていきたいと思います。
　いただきました配分金の趣旨を十分理解し、
募金していただいた方々に感謝の気持ちをもっ
て、今後も子育て支援になお一層努力する所
存でございます。
　この度の配分金の交付に対しまして、心よ
り厚く御礼申し上げ、交付団体代表の謝辞と
させていただきます。

▲配分交付式にて ※写真撮影時のみマスクを外しております。

２度の床上浸水被害で園舎を移転
新しい園舎で、いちからのスタート

社会福祉法人報徳会
中村報徳保育園（相馬市）
（助成事業名：園庭用遊具整備事業）
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ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和5年7月14日（金） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募
方法

締切

宛先

メールでの
ご応募は
こちら！

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおた
より」に掲載させていただく場合もございます。

多数のご応募ありがとうございました

「ミヂカナセイ」（身近な性）
※ミジカナセイも正解とします

4・5月号の
正解

正解者の中から
抽選で3名に

プレゼントが当たる

特定非営利活動法人あさがお
（南相馬市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

今月のプレゼント

青ばた豆粉のパウンドケーキ
＆青ばた豆のおつまみ

AA BB CC DD EE

❶
❷
❸
❻
❽
10

細い美脚の例えにする動物（でも実際の脚は太い）
内気で恥ずかしがりや
生ビールを注いでカンパーイ！
お日柄も良く大安○○
もう絶対に吸わないぞ！
日射病を防ぐために被りましょう

❶
❸
❹
❺
❼
❾
10
11
12
13

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

畑や田んぼの見張り番。漢字で書くと「案山子」
⇔派手
君が代は千代に○○○に
不義理をすると高くなります
かぐや姫のふるさと
⇔負け
お金をつのって集めること。赤い羽根共同○○
「117」に電話すると聞けます
⇔冬
⇔先祖

EE

DD

AA

BB

CC

11 55

66

99

1010 1313

1111

1212

22 44

33 77

88

全部できたら二重ワクの5文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

これまでたくさん勉強させていただき
ました。4月から転職するため読む機
会が減りそうですが、冊子を手に取る
機会があれば、また読ませていただ
きたいです。　

(35歳　相談員)

特集の避難者地域支援コーディネーターの
活動を読んで、入居者と地域をつなぐ活動の
取組みが素晴らしいと思いました。これから
も住みやすい地域づくりの活動を期待してお
ります。

(49歳　サービス業)

編 集 後 記3月号に寄せられた読者のおたよりから
　施設見学に伺うたびに介護にはやさしさと技術
の両方が大事なのだと実感します。そんな福祉の
しごとの魅力を多くの人に知ってもらうためにも、
見学や体験はとても貴重な機会です。福祉施設を
「見たい、生徒に見せたい」と思う先生と、「知っ
てほしい」と思う施設をもっともっとつないでいき
たいと思いました。　　　（人材研修課　藤原陽子）

ふじわらよう こ

気になる

施設を

チェック！

求人事業所と直接話ができる就職説明会を開催します。また、福祉の職場を
もっと知りたい方に向けた、就職相談コーナーも設けます。

実際の福祉現場で働く職員のみなさんと話をするイベントを開催します。
就職活動前に、疑問や不安をなくしましょう！
●郡山会場　令和５年７月１日（土）
●福島会場　令和５年７月８日（土）
※こちらの求職者向イベントは事前申込が必要です。申込みは下記まで。｠

合同就職説明会に参加の全法人
（90法人予定）の紹介ページを特
設サイトに掲載します。施設や求
人情報をサイト上で確認し、希望
の法人を探してください！

令和５年度 第１回 福祉の職場WEB説明会 及び 合同就職説明会のご案内県社協からのお知らせ

 お問い合わせ先 福島県福祉人材センター　
電話 024-521-5662　URL https://f-fjc.com 

合同就職説明会  

求職者向けイベント「キラリ☆Talk ～求職者×施設職員～」

WEB説明会

　　　　　 WEB説明会に参加する法人（90法人予定）ほか参加法人

地　域

郡山

福島

会津

相双

いわき

日　程

令和５年７月  １日（土）

令和５年７月  ８日（土）

令和５年６月21日（水）

令和５年７月20日（木）

令和５年８月19日（土）

時　間

12：30～ 16：00

12：30 ～ 14：30

13：30 ～ 16：00

会　場

ビッグパレットふくしま

コラッセふくしま

会津若松市社会福祉協議会

南相馬市社会福祉協議会

いわき・ら・ら・ミュウ

両会場とも 12：30～13：15
（受付開始/12：20 ～）

時 間

令和５年６月１日（木）
　　　～８月31日（木）

期 間

お気軽に
お問い合わせ

ください
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